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この写真は、愛用しているカメラで去年撮影した花貫渓谷の津智岳橋付近です。写

真を撮り始めて10年になりますが、風景写真、特に春と秋の季節が好きで、休日

には、花貫川や大北川などに沿って車を走らせ、被写体を探しています。紅葉

は､臘に近いところほどきれいですし､小雨の中に浮かんだ姿も味わいがあ
なめりがふち

りますね。花貫渓谷で好きな場所は、一番遅くに紅葉する名馬里ケ淵。ここの

色は、最高ですよ。時間のたつのも忘れてシャッターを切ってしまいます。紅

葉を楽しめる場所が、 こんなに近くにあるのはうれしい限りです。

識羅

露

黒搬鯉驫蝋“鵬
6～7p スポーツで全国大会へ…



今
春
、
国
道
四
六
一
号
に
沿
っ
た
花
貫
渓

谷
を
通
過
す
る
区
間
に
、
中
戸
川
バ
イ
パ
ス

が
開
通
し
ま
し
た
．
こ
れ
を
機
に
、
交
通
渋

滞
が
一
気
に
解
消
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
道
路

が
、
気
ま
ま
に
散
策
で
き
る
遊
歩
道
に
様
変

わ
り
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
紅
葉
の
季
節
を
前
に
、
花
貫
渓

谷
周
辺
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。

紅
葉
の
季
節
が

ど
こ
で
見
る
こ
と

て
し
ま
う
こ
と
、

観
光
地
と
し
て

巡
り
も
よ
い
も
の

花
貫
渓
谷
も
い
い
で
す
よ
。

散
歩
の
延
長
で
楽
し
め
る

諦
認
花
貫
渓
谷
ま
で
は
、
高
萩
駅
か
ら

題
車
で
二
○
分
と
い
う
近
い
距
離
。
中

や

；

寺切
戸
川
バ
イ
パ
ス
を
抜
け
た
と
こ
ろ
に

あ
る
無
料
駐
車
場
の
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場

駐
車
場
か
大
能
駐
車
場
に
車
を
お
い
て
、

い
ざ
、
土
岳
登
山
に
出
発
。

標
高
は
た
い
し
て
な
い
の
で
す
が
、
途

こ
う
ぱ
い
け
つ
こ
う

中
、
勾
配
の
き
つ
い
と
こ
ろ
が
あ
り
結
構

足
に
こ
た
え
ま
す
。
な
だ
ら
か
な
勾
配
の

足
も
と
に
は
、
ゴ
ッ
ゴ
ッ
し
た
岩
が
あ
っ

わ

た
り
湧
き
水
が
染
み
出
し
て
い
た
り
す
る

馬
の
背
の
よ
う
な
登
山
道
が
、
山
頂
ま
で

約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
伸
び
て
い
ま
す
。

ー

I

０
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場
に
戻
る
と
、

２：
‐
そ
ろ
そ
ろ
お
昼
の
時
間
で
す
。
勢
い

１１
ュ
よ
く
し
ぶ
き
を
上
げ
て
流
れ
ゆ
く
水

を
見
な
が
ら
お
弁
当
を
広
げ
る
と
、
ま
た

違
っ
た
お
い
し
さ
が
味
わ
え
ま
す
。
こ
こ

に
訪
れ
る
多
く
の
人
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

が
主
流
の
よ
う
で
す
。
家
族
連
れ
や
仲
間

同
士
で
野
菜
や
肉
を
焼
く
楽
し
い
笑
い
声

３
－
Ｆ
一
下
山
道
は
、
来
た
道
を
戻
り
ま
し

＄
た
。
下
り
は
楽
、
と
い
っ
て
急
ぎ
足

川
で
下
り
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

ひ
ざ

禁
物
。
後
で
膝
が
ガ
ク
ガ
ク
し
て
き
ま
す

よ
。
膝
に
衝
撃
を
か
け
過
ぎ
る
と
、
関
節

が
炎
症
を
起
こ
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

衝
撃
が
少
な
い
よ
う
に
、
足
底
を
道
に
つ

け
る
よ
う
に
し
て
下
山
し
て
く
だ
さ
い
。

＄
一
歩
く
こ
と
五
○
分
で
、
高
原
風
に

５
開
け
た
山
頂
に
到
着
。
芝
生
に
座
っ

⑨
て
冷
た
い
水
を
飲
む
壮
快
感
は
、
何

も
の
に
も
か
え
が
た
い
ひ
と
と
き
で
す
。

散
策
に
必
要
な
物
の
一
つ
は
、
水
筒
で
す

ね
。
よ
く
晴
れ
た
日
に
は
、
遠
く
富
士
山
が

望
め
る
と
か
・
空
気
の
澄
ん
だ
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
見
え
る
確
率
が
高
そ
う
で
す
。

『
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
』
を
読
ん
だ
こ
と

あ
り
ま
す
か
？
こ
の
本
に
よ
る
と
、
士
岳

て
ん
ぐ

山
に
は
い
た
ず
ら
好
き
な
天
狗
様
が
住
ん

で
い
て
、
夜
に
な
る
と
通
行
人
を
ぴ
つ
く

き
こ
り

り
さ
せ
た
り
、
樵
と
力
比
べ
を
し
た
り

す
る
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

ｰ

休
日
に
＄
花
員
渓
谷
で
野
馬
を

し
た
り
観
光
客
に
野
馬
を
紹
介
し

し
て
い
る
助
日
本
野
鳥
の
会
会
員

谷
さ
ん
。
「
耳
を
澄
ま
す
と
、
ほ

カ
ケ
ス
や
ア
カ
ゲ
ラ
が
鳴
い
て
い

湖
畔
に
は
、
オ
シ
ド
リ
も
泳
い
で

こ
こ
で
は
、
山
鳥
と
水
辺
の
両
方

が
四
○
種
類
ほ
ど
確
認
で
き
ま
す

双
眼
鏡
を
使
い
図
鑑
を
開
い
て
説

て
く
れ
ま
す
。
｜
日
い
て
も
「
飽

い
」
と
笑
顔
の
瀬
谷
さ
ん
の
、
気

観
察
た
リ
の
瀬

ら
、

る
よ
・

い
る
。

の
烏

」
と
、

明
し
き
な
に

な

のぶかす

瀬谷喜和さん（下手綱）

オツチング。みなさんもいかがですか？ドウ

2



至北茨土

蒲涛鎚

日立

み
く
、
ｖ
〆
」
、

場
に
到

夜
キ
ャ

リ
、
キ

リ
か
か

し
た
。

高
萩
の

た
き
つ
ぼ

滝
壷
に

釣
り
人

い
た
ず

さ
ん
も

前
が
開

丸
太
で

合
わ
せ'3篶職輔廼

水道とW.Cあり。

●無料

3



ぶらり
じんぞう

⑤松村怪＝生塞の長屋門 ①畳工芸美術館

明治・大正期、東京帝国大学

教授や同大学初代植物園長を

務めた日本植物学の先駆者松

村氏。氏の生家周辺は、武家

屋敷の姿を今にとどめている。

日本で唯一の畳をテーマにし

たこの美術館には、畳T芸品

約1,000点を展示。 ＊入館有

料函9 ：00～16 :00822-5066

市内ﾏｯブ
L 旦

、

⑦緑のみち
しん

零6号と関根川にかかる新
磯勵||橋間に位置する幅11m、

長さ408mの歩道。草花や樹

木、石などの配置で5つのゾ

ーンを形成している。

せきすい

②長久保赤水旧宅
よ ち

江戸時代に「改正日本輿地路

程全図」を編集した赤水。赤

水の旧篶にある碑には、 9代
琴主斉昭が立ち寄られた時に
詠まれた和歌が刻まれている。

⑥松岡のアプローチ広場

松岡城趾入口にある1haの

広場には、堀跡や土塁、白壁、

松岡八景などの歴史的な足跡

を凝縮し配置してある。

⑨無料駐車場18台*W.C
棚M綱＄

』ぬ u」樫上

、 常磐自動車道 華

Q

息､b伊守＝
｡

蕊蕊

雲一壱

↑
ユ
／

津
一

・
・
蝉 癖

わ

《

、Ｌ
」
Ｉ
」
〆

顔鏑”…農護葺察謹議識議灘辮#綱撫蝋、、
L
L

■｡

鍵βへ
｡｡=一一&0-ZDD00画／

③万葉の道鐵‐

§長久保赤水の墓

●▲｡

高萩l.Q

蕊鳶
■

(T

り○

･赤浜の新鮮野菜販売所
J

1罐日営業｡正月'0日間のみ休み〉甲の首印 吉
向

j松久保
●

工業団地

、

どおつま た刀’

太
平
洋

万葉集に詠まれた｢遠尋曽高
にありせば知らずとも手綱の

浜の尋ね来なまし』は、ここ

が舞台。太平洋が一望できる

断崖はロマンある散策道。

函往復で20分。

⑮
｡

報鍾-胃鷺皇薙E営篝》
1 ．－§、ﾘｱ･高萩ビーチカーァ／／③

●四○■

､．

じい

⑧安良川の爺杉
二ばま

④高戸小浜
ノ
ノ
、
〕

ざ言
bも

、、
宇守
，ノ
●｡

9高萩一‘

欝職1辮蕊"‘ぶ蕊舞蕊熱鋤
日本の渚100選に選ばれた高

副(浜は､鋭く切り取られた
凄味のある景観が楽しめる。

⑨無料駐車場59台*W.C

八幡宮境内にある爺杉は、推

定樹齢千年。高さ約42m、幹

回り10mと県内一の巨古木で、

国指定天然記念物。⑨八幡宮

無料駐車場10台*W.C

4



蕊
証【

ｲ群

淵
岬

しょうがんI

⑫松岩寺の山桜 ⑩穂積家住宅
おもや

1期鰯霧顧員襲鳶ま屡騒ゥ
異隙蒻葺中竹節揃角市松模様
寄棟造り。長屋門や前蔵、衣

裳蔵などが､江戸時代中期の灘無芦塚≦工

豪農住宅を知る貴重な文化的

遺産で､県指定有形文化財(建

造物)。 ●月曜日休館*W.C 〆

謹毒

推定樹齢300年、高さ25m、

幹回り5.6mの山桜は、市指

定天然記念物｡開諺時期は4
月下旬。水稲の種蒔き期とし

て地域の花暦となっている。

'職 V T

岸
竺
一
式
』

寺

…

露？
。 8月茉から

壷号

この愛称をもつ。 8月茉から
■ 、

開花し、満開時には道の両側
早色屯、■

鱗繊騨繍鍵

蕊蕊
3km 3m

安良川の爺杉

i溌識罰藍蕊
＝菫Ez向 3km

高萩駅

KDD茨城衛星通信所 高萩駅

篝蕊
10分 10分

⑮大心苑 :;
人工スキー場やパターゴルフ、

2km 3km

万葉の道 穂積家住宅害T芸美術館10分 8分 10分

*Bコー弓ス

高萩訳者芸滝神社一等森林公園-鶚大心苑-器安良|| |の爺杉令援KDD茨城衛星通信所
侭職蕊溌蕊
高萩駅鵜花貫ダﾑ淵一小滝沢ｷｬﾝﾌﾟ場

陶芸、七宝焼などに挑戦でき

る総合スポーツ・レクリエー

ションセンター。

＊入場無料（体験等有料）⑨

無料駐車場150台丑22-2151
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噂
ス
ポ
ー
ツ
匠
蜘

専
雫
琴
』
画
■
■
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群:鍬“綴,ﾊ鶴
親密

嬢鍵慰加‘ 僻I恥"蝿鐸 鍵第
駝
回
国
民
体
育
大
会
に
出
場

沼野義邦さん(土浦日大高校2年：安良川）

久野高廣さん(水戸短大付属高校2年：石滝）

山口学さん(水戸短大付属高校2年:春日町）

国井良浩さん(土浦日大高校2年：安良川） 灘藤 窪、 『斗詫

県代表8人のうち4人が高萩中学校ソ

フトテニス部の同窓生で国体初出場。当

時指導にあたった鈴木正幸先生（十王

中）は、 「日本一に王手をかけるだけの

実力を持っている。チームの主力となっ

てがんばってほしい」と激励しています。

選手のみなさんは、 「やりたいことを

やるだけです」 （沼野さん)、 「優勝を目

指して、悔いの残らない試合をしたい」

(久野さん)、 「上位入賞を目指して、力

を出し切りたい」 （山口さん)、 「若いチ

ームなのでみんなで力を合わせてがんば

りたい」 （国井さん） と、話しています。

ゴ L

聯
刊

Ｉ 鱒 "我 趣鮒麺毒

蓉

轌

“
蒔

辮
勃

鼻

曲

一

勃

鼻

曲

一

繍繍
撫

l

蕊
算言睡

Ｒ「ずＬ
言茎崗

鶏鍵
前劉」

綣灘蕊
後卿膳附左遡

ヨ

大
阪
府

Ⅲ
月
翅
日
伽
’
四
日
伽

|体操競技鍾部(県立高萩高穣体操部）

園辮
騨
難

國枝咲子さん（2年：北茨城市： 2回目）

宮田美由紀さん（2年：有明町： 3回目）

駒木根妙美さん（3年：北茨城市： 2回目）

滑川仁さん（2年：北茨城市：初出場）

木ノ根孝行さん（3年：北茨城市：初出場）

蝋 蝋

蕊
全3年連続国体出場の体操部ですが、今年はこ

れまでの女子に加えて男子も初出場します。み

なさんは、 「予選通過を目標にがんばりたい」 錘

(宮田さん)、 「自分のベストを尽くしたい」

枝さんと駒木根さん)、 「チームの得点にな

るようがんばりたい」 （滑川さん)、 「大き

な失敗をしないようにしたい」 （木ノ根さ

ん） とそれぞれに抱負を語っていました。

(國
_礁

‘#ボ

へ

●
●

浅川隆之さん・体操競技茨城女子の監督・

（高萩高校教諭：日立市： 2回目）

「何と言っても予選通過が第一目標です」
●

えきそうかい

蝿雛鐵識辮噸蝉蕊職禰
「まずは第1ケートを通過させることがポイント」 「連携

プレーが勝負の分かれ目。チームワークが大事」と全国大会

に向けたみなさんの意気込みが伝わってきます。代表の飯田

倉雄さんは、 「無理せず楽しくプレーしながら、全国から集

まったみなさんとの交流を深めていきたいですね」と気の知

れた仲間同士での楽しい練習に余念がありません。

八J" ？｢全国スポ"謀祭j=は子どもから憲齢者まで、体万・く:,IJl l
Jo詳齢|こ応じ筵ズ識髭以4Iﾘ ﾘｸﾘ・茂章診豊ドジ活動を薬ら認

一 ；､: :． :＊

:ふれあいと交流轟輪を広げる全国漁摸の生涯ｽポｰﾂの？
別 ､

（祭典です。 ” j

富
０
〕



教育委員に川崎銃司郎さん（上君田）

蕊鍛蝋 可
県
立
北
淡
鍼
養
護
学
校
の
生
徒
た
ち
が

：
‘1鱒蕊

ゆ
う
あ
砿
営
ツ
ク
愛
知
母

鳶繍購翻
泡

、

ｊ

Ｅ

斌
瑠
阿

封

琢

蜂

一
Ｊ
一
一
》
口
垂
一
空

一一

泡

愛

神戸の中学生の事件以来、学校教育をはじめ家庭や地

域での教育の在り方について大きな関心が集まっていま

す。私たち一人ひとりが地域社会の中で、子どもたちを

温かく見守っていく環境が求められているような気がし

ます。時代を担う子どもたちの伸びやかな成長を支援で

きるような学習環境の整備や生涯学習への取り組みなど、

幅広い教育行政について考えていきたいと思っています．

みなさんの協力をお願いします。 〔任期は､10月1日から4年間〕

名
古
屋
夫
篭
に
出
場

迩
迂
〃
ゞ
泌
認
粥
鍵
織
亙
鞠
蕊
卿

｛

ｰノ

ロI

、陸上(200m･走り幅飛び)･･･遠藤英樹さん(高等部2年:上手綱）

ロフライングディスク…西詰勝輝さん(高等部2年:有明町）

口卓球…田辺健二さん(高等部3年:高萩）

この大会には、県立北茨城養護学校の在校生や卒業生な

ど8人が選手として出場します。このうち市内在住の選手

は3人で全員が初出場。みなさんは「初めての大会ですが、

優勝目指してがんばりたい」と練習に余念がありません。

また、昨年から平成10年に開催される茨城大会に向けて、

積極的に部活動を取り入れてきたという同校の中澤武夫校

長は、 「昨年に続いての連続出場となり喜んでいます。選

手のみなさんには全力を尽くしてがんばってもらいたいで

すね」と話し、好成績への期待を寄せています。

入賞できてとてもうれしいです」

篭』7回

溌紗娼真3以忍や
主催：茨城新聞社

★高萩市長賞★

「桃子ちゃん』
「ゆうあいビック」は､知的障害者のスポーツの振興

と社会参加をとおして知的障害者に対する理解を深める

ことを目的に、 「国連・障害者の10年」 (1983年～1992

年）の記念事業として平成4年から開かれています。な

鐵蕊騏鵠懸蕊いい以f蕊

､ー ,

[撮影者］

大貫渉さん（安良川）

二 = ■■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ L一

蕊
新型特急「フレッシュひたち」が

10月1日デビュー〃
司■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■

潔
一緑

岸
か
一
亜
》
一
》
率
一
雪
雫
麺

鰯
外観デザインは、滑らかな曲線フォルム、ブリス

ターフェンダー（先頭下部）などの採用によって

「優雅さと力強さ」をアピール。沿線の豊かな自然

や景観をテーマに赤・緑・黄・冑の4つのシンボル

マークを前後に配し、編成ごとにテーマに沿ったボ

ディーカラーを取り入れています。これまでの

「スーパーひたち」と合わせて、ご利用ください。

○JR東日本高萩駅 壷22-2174

鼎
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…
高萩市社会福祉協議会とJA婦人部など4団

体でつくる高萩市地域婦人団体連絡協議会で

は、 85歳を迎えた116人に座布団をプレゼン

トしました。それを前に、赤い座布団に房を

つける作業を老人いこいの家で行いました。

･･･9月9日 （火）

ｰ

大久保市長は、 9月10日(水)と11

日(木)の2日間にわたって76人の

お宅を訪問しました。
一データ紹介

．70～79歳…2,879人

◎80～84歳……753人

◎85～94歳……471人

◎95歳以上………13人
、 ※9月15日現在

昔
話
や
昔
の
ま
ち
の
様
子
を
話
し

て
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
も
の
を

大
事
に
使
う
こ
と
が
じ
ょ
う
ず
で
、

梅
干
し
の
漬
け
方
や
ち
ょ
っ
と
し
た

生
活
の
知
恵
を
教
え
て
く
れ
る
お
ば

し
か

あ
ち
ゃ
ん
。
親
に
叱
ら
れ
て
泣
い
て

た
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
の
ま
に
か

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

そ
ば
に
い
て
、
笑
い
顔
に
変
わ
っ
て

い
た
り
…
。

そ
ん
な
不
思
議
な
力
を
出
し
て
く

れ
る
人
生
の
先
輩
を
囲
み
、
各
地
区

で
は
、
九
月
一
五
日
の
敬
老
の
日
に

ち
な
ん
で
敬
老
会
を
開
き
、
感
謝
の

言
葉
を
添
え
て
長
寿
を
お
祝
い
し
て

い
ま
し
た
。

市
で
は
、
民
生
児
童
委
員
の
み
な

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
七
○
歳
以
上

の
み
な
さ
ん
に
敬
老
祝
品
や
敬
老
祝

金
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
米
寿
を

鵜霧

ー

＃髭

迎
え
た
人
や
九
五
歳
以
上
の
み
な
さ

ん
の
お
祝
品
な
ど
は
、
大
久
保
市
長

が
直
接
訪
問
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を

添
え
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
第
一
部
の
高
齢
者

福
祉
大
会
は
、
九
月
七
日
㈲
に
市
民

体
育
館
で
開
か
れ
、
優
良
な
高
齢
者

ク
ラ
ブ
や
功
労
者
、
八
八
歳
達
成
者

の
み
な
さ
ん
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
ま
し
た
。

第
二
部
の
高
齢
者
を
囲
む
三
世
代

の
集
い
芸
能
発
表
会
で
は
、
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
、
踊
り
や
歌

を
披
露
。
そ
れ
を
舞
台
の
下
で
観
賞

す
る
み
な
さ
ん
は
、
友
だ
ち
や
仲
間

な
ど
と
円
座
を
つ
く
っ
て
観
賞
し
た

り
食
事
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
時
に

は
声
援
を
飛
ば
す
な
ど
、
笑
顔
と
と

も
に
健
在
ぶ
り
も
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

第32回高萩市高齢者福祉大会並びに第19回高齢者

を囲む三世代の集い芸能発表会が、市民体育館で

開かれ、約700人のみなさんが、お昼を囲みなが

ら催しものを楽しんでいました。 9月7日 （日）
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自
転
車
を
撤
去
し
ま
し
た
。
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置
自
転
車
と

ー

今
年
に
な
っ
て
五
回
目
に
な
る
自
転
車
の
撤

去
を
行
っ
た
の
は
、
九
月
一
二
日
勘
。
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
一
週
間
前
に
看
板
を
設
置
し

て
、
撤
去
の
事
前
通
告
を
行
っ
た
後
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
撤
去
で
は
、
は
ば
た
き
公
園
に
加
え

て
ヨ
ー
カ
ド
ー
前
の
歩
道
に
置
か
れ
た
自
転
車

を
対
象
に
、
市
内
の
三
つ
の
高
等
学
校
や
高
萩

土
木
事
務
所
、
警
察
署
の
協
力
を
得
て
行
い
ま

し
た
。
特
に
高
等
学
校
へ
の
呼
び
か
け
は
、
市

外
の
高
校
に
通
う
生
徒
の
多
く
が
自
転
車
を
使

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
高
校
生
と
し
て
の

意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
う
な
が
す
目
的
で
参
加

を
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
応
え
て
、

当
日
は
三
つ
の
高
等
学
校
を
合
わ
せ
て
約
三
○

人
の
生
徒
が
参
加
。
高
萩
工
業
高
校
の
生
徒
は

は
ば
た
き
公
園
、
高
萩
高
校
と
松
丘
高
校
の
生

徒
は
ヨ
ー
カ
ド
ー
前
と
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
、

迷
惑
駐
輪
自
転
車
の
撤
去
〃

係
員
と
い
っ
し
ょ
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
を
抱

え
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。

約
一
時
間
の
作
業
で
撤
去
し
た
放
置
自
転
車

と
迷
惑
駐
輪
の
自
転
車
は
、
は
ば
た
き
公
園
周

辺
で
四
八
台
、
ヨ
ー
カ
ド
ー
前
歩
道
で
四
七
台
。

合
わ
せ
て
九
五
台
の
自
転
車
を
撤
去
し
、
春
日

町
の
第
三
駐
車
場
に
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
作

業
に
よ
り
広
々
と
し
た
公
園
と
障
害
物
の
な
い

歩
き
や
す
い
歩
道
が
現
れ
、
駅
周
辺
は
見
違
え

る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
が
ん
ば
っ
て
片
づ
け
ま
し
た
．
こ
う
い
う

す
が
す
が

活
動
を
し
た
後
は
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
ね
」
と
松
丘
高
校
一
年
の
大
関
雅
信
さ
ん

（
十
王
町
）
。
「
思
っ
た
よ
り
大
変
な
作
業
で
し

た
。
自
転
車
を
持
っ
て
い
か
れ
た
人
は
災
難
で

す
が
、
も
う
こ
こ
に
置
か
な
く
な
る
と
い
い
で

み
ず
き

す
ね
」
と
高
萩
高
校
二
年
の
小
島
瑞
貴
さ
ん

（
石
滝
）
。
ま
た
、
高
萩
工
業
高
校
一
年
の
山

野
辺
文
人
さ
ん
（
島
名
）
は
、
「
き
れ
い
に
な

っ
て
気
持
ち
が
い
い
。
学
校
の
み
ん
な
に
も
今

日
の
様
子
を
話
し
て
、
自
転
車
に
乗
る
マ
ナ
ー

を
伝
え
て
あ
げ
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
業

を
終
え
た
生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

駅
周
辺
の
歩
道
や
公
園
が
い
つ
ま
で
も
快
適

な
場
所
で
あ
る
よ
う
、
引
き
続
き
み
な
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
都
市
計
画
課

●
生
活
環
境
課

内
線
４
２
２

内
線
３
〆
壺
６
《
２
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、圀圀仕事ですか？巴
‐

戸籍簿や住民台帳を

管理しています

市民課管理係内線222

常に市民のみなさんに関する

正確な記録を整備して、選挙

や学校教育、母子の保健事務

などに役立てています。ー

讓饗 #蕊蕊鶚蕊 鶏譲
壺砺

瀧蕊鱈繍識識肇
争宏薑

蒲藤蘭

一

●聞き手

豊田真紀さん

（上君田）

●市民課管理係長

神永喜美子

の
で
す
か
。

Ａ
，
結
婚
や
出
生
な
ど
の
届
け
に
間
違

い
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
籍
地
を
勘
違
い
し
て
い
る
人
が
多

い
で
す
ね
。
そ
の
ま
ま
書
類
を
受
け

こ
せ
き
と
う
ほ
ん

Ｑ
，
先
日
、
市
民
課
で
戸
籍
謄
本
を
受

け
と
り
ま
し
た
が
、
他
に
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
・
市
民
課
に
は
、
市
民
係
と
管
理
係

が
あ
り
ま
す
。
市
民
係
で
は
、
転
出

転
入
や
婚
姻
、
出
生
、
死
亡
な
ど
の

届
け
出
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
喪

失
の
手
続
き
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

管
理
係
で
は
、
そ
れ
ら
の
届
け
出

内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
、
戸
籍
簿

な
ど
と
照
合
し
て
審
査
し
、
各
種
台

帳
に
記
録
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
，
届
け
出
内
容
に
、
間
違
い
も
あ
る

、〆

出生届や転入届からはじまるさまざまな届け出を受け

付けして住民票や戸籍を作成し、それを保管していま

す。

の
金
額
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
，
結
婚
式
の
日
に
婚
姻
届
を
出
す
こ

と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
、
そ
う
希
望
さ
れ
る
カ
ッ
プ
ル
が
、

多
い
で
す
ね
。
で
き
ま
す
が
、
こ
の

場
合
、
婚
姻
届
け
の
手
続
き
に
つ
い

て
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

明
言
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
印
鑑
登
録
の
場
合
、
本
人

で
あ
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
、
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
見
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
郵
便
に
よ

っ
て
確
認
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
手
続
き
を
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
，
仕
事
の
都
合
で
、
午
後
五
時
一
五

分
ま
で
に
来
ら
れ
な
い
場
合
、
ど
の

よ
う
に
す
る
と
よ
い
の
で
す
か
。

Ａ
、
毎
週
水
曜
日
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
が
午
後
七
時
ま
で
開
い
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
，
証
明
書
発
行
に
必
要
な
手
数
料
が
、

高
い
と
思
い
ま
す
が
。

Ａ
，
戸
籍
の
手
数
料
は
、
全
国
同
額
で

す
。
そ
の
他
は
、
市
町
村
ご
と
に
条

例
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

付
け
て
は
、
そ
の
人
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
十
分
に
確
認

し
て
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
，
市
民
課
で
発
行
す
る
証
明
書
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
・
主
な
も
の
に
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
、

住
民
票
謄
（
抄
）
本
、
印
鑑
登
録
証

10



葬弓…

交蓮事故相談

10／21(火)午前10～午後3時／市民相談室

n牛活環境課内線362※この日以外は中央交

通事故相談所へ。平日午前9～午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎3階盆029-

225 2803/弁護士相談は水曜日午後1～3時。

行;剛1
溌蕊蟻

篭ス
童謹選

：一
一 ユ
ー

冊
Ⅷ
細
り
、

9月7日旧）

行趣相談鴬…篭… 消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

10／9(木)と23(木)午後1～3時／市民相談室

／鈴木清相談委員狂22-2095口秘書課内線252

補議具ら補聴霧鰯錘園種識 {"'灘:通: |

10／31(金)午前9～12時／市民センター口福

祉事務所内線353

塞壁児＝桓談 ､ l

火曜日午後1～3時／市民センター口福祉事

務所内線352

心配ごと相談 :J&

木曜日午後1～3時／市民センター口社会福

祉協議会内線354

【
》
一
〕

市
民
税
・
県
民
税
（
第
３
期
）

●

で
す
。
納
期
峰

国
民
年
金
（
旧
月
分
）

鱗議議欝鯛繍聯聯辮＃ 識職蝋職#鵬燃鱗 蠅捌鋤細

日立・高萩・北茨城市、十王町の地域消防団が参加

して、第48回茨城県消防ポンプ操法競技大会日立地

区大会が、 日立市で開かれました。この大会は、火

災を想定したなかで、消防団の対応や消火活動の正

確さ、迅速さを競うもので、小型ポンプ操法の部に

は第18分団（下君田)、ポンプ車操法の部には第3

分団（安良川）が出場して健闘しました。
垂と:ばの教室高萩小学校盆23-4240 ｰ'

子ども（小・中学裳）相談 〃 : : 1

教育委員会学校教育課窓23-1135

健康・育児相談 三

月曜日午前9～11時口保健センター狂24 2121

趣施潅も食事幅譲り(矛絢制〕‘ 垂豆

毎月第3月曜日午前10～11時口保健センター

盃24-2121

人権相談 鈴木廣美窓28 0103

岡野邦弘窓23 2525大平喜美子a22 4128

大森啓三狂23 1245大部智江窓28 0306

身体障害者相談 椎名修念22 2419

郡司寅松盆23-0687 鈴木康彦念23-4316

鰯
で
す
。

熱
い
声
援

一
」Ｉ58チームの参加のもとで第25回高萩市長杯争奪軟式

野球大会の開会式が市民球場で開かれ、市内7か所

のグランドでは､日曜日ごと（8月31日から10月5日

まで）に熱戦が展開されています。今大会は、 3年

連続で優勝を飾っている高萩小堀チームに負けまい

と、各チームの選手はもとより応援に駆けつけた家

族や仲間のみなさんの熱気が一段と高まっています‘

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
市
民
課
内
線
２
２
１
み

歴
■
醐
剛
鬮
旧
圃
爾
隅
謹
潔
鯲
議
証
明
書
：
付
幟

精挿簿弱者相談沼田うた子a22 4544

学霊稻談一 ､ 等前10巻午鐘惑購

・常陽銀行高萩支店恋22 2160…11//14(金）

・茨城銀行高萩支店a22 2028…11/6(木）

・高萩郵便局念22-2257･……･ ･…10//30(木）

・茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

盃22-3617…平日午前9～午後4時

障害幼児親子教室（予約制）

■自閉傾向のある就学前の子とその保護者が

対象／毎月第2 ． 4金曜日午前10～12時口県

中央児菫相談所日立分室恋0294-22 0294

精禰篠鯉相談《壷絢制) hh"H｡Ew#:？“

10／22, 11／5 ． 12 ． 19の水曜日午後1～2

時口日立保健所盆0294-22-4188

詞塞圭士相談 毎月第2水曜画

午後1～5時／茨城司法書士会念029-225-0111

ー'

｜
月囮
３
６
５
人
が
市
民
号
に
参
加

第26回市民号の東京ディズニーランド.ナイトツ

アーが、 365人の参加者により開催されました。デ

ィズニーランド内は自由行動で、光のファンタジー

パレードと花火の観賞を最後にして列車に乗り込ん

だ参加者のみなさんの手には、帰りを待つ家族への

お土産などがいっぱい下げられていました。

鯉遇亘童
悩壼ず相談忍

宮

[敬称略］
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鍵議鵜蕊蝋 蕊
蕊

蕊驚

鍵

…
宇〆蕪､

デコパージュ
江本あき子さん(島名）スポット

● ●

★『デコパージュ」 とは、何ですか？

平たい木の板に好きな写真や絵などをのせ、その

表面に薬品を塗って固定するものです。古くなっ

た木製の本箱や小物入れなどを利用すると、 リサ

イクルにもつながります。

★写真や絵に制限はありますか？

別にありません。土台よ､り大きい場合は、写真や

絵の好きな部分だけをカットしたり、重ねたりす

ることができますから。

★土台にするのは、木製品だけですか？

いいえ、プラスチックやピン、石けんなどにも大

丈夫です。基本をマスターすると壁絵やテーブル、

つい立てなどにも応用できますよ。

★松岡地区公民館のデコパージュ講座は好評ですね。

技術を習得したきっかけは？

10年前に、友人宅で知ったのがきっかけです。資

貼
齢

Ｆ
「
敬
老
の
集
い
」
が
開
か
れ
、
米

寿
を
迎
え
た
一
一
人
に
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
（
九
月
一
五
日
㈲
）

蕊

鞠⑭
綱!…鋤識“■

罰診､X嚥錨品､串

鍛鶏蕊
串…灘

2

をあ がきれること 卜お介婚家人六た
利る敷でじ 、恵はい－,ス年護葬庭、-／五め－，

踊鱸溌託識霜騨悪感＃
龍|事塗篭澪蕊講竃＄暦

；湖産折曹裂凰 テ腰冠認溌

格を取ったのは、 5年前です《
蝋､､零

此 蝿『畷 据惣蝿 柵 M 龍 1 州 伽

★おもしろさは、、 何？

も、切り張りして

ちに立体的な絵が

絵心がなくて

重ねていくう

善
堅尋函
. ‐ふ垂

秤

霧

L二

番2

司譲
哩畠
』言PEF 出来て、 さらに古

くなったものが再

利用できるところ

です。色の組み合

わせや重ねる順番、

薬の塗り方のこつ

をつかめば手軽に

楽しめます。

職

弓 ＝Z

瓦、
匹冗1 君

見ﾖ ﾆ

蕊,
鴬
蕊

j鮒 iw: , 撫獅

…
1

# 脚三

W鰯

謹
=L屋三三

灘
篝鴬

費識漁』

雑誌を

瀞

識‘鞭 み
な
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
職
員
は
、
日
常
生
活
上
の

お
世
話
を
中
心
に
、
生
活
に
張
り
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ

活
動
や
リ
ハ
ビ
リ
、
さ
ら
に
、
施
設

外
の
新
鮮
な
空
気
に
触
れ
る
機
会
づ

く
り
に
、
ド
ラ
イ
ブ
や
旅
行
な
ど
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
家
族
や
地
域

の
み
な
さ
ん
と
交
流
が
で
き
る
誕
生

会
や
敬
老
会
な
ど
、
お
年
寄
り
の
生

き
が
い
と
な
る
よ
う
な
催
し
も
企
画

し
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
お
年
寄
り
と
職
員
の
関
係

ひ

の
良
さ
に
惹
か
れ
、
松
籟
荘
に
入
社

し
ま
し
た
。
公
的
介
護
保
険
導
入
に

向
け
て
、
介
護
福
祉
の
名
の
基
に
、

よ
り
専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ

の
温
か
い
関
係
を
今
後
も
保
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
下
手
綱
盆
別
１
０
２
０
７

’

瀞I州、ⅢM ” ⅢM州蝿

蕊会に出場6蒲謹さかえ」
f

さん 〆 葺雲一
9灘全国和牛能力

れをする鈴木
L豆

淫

費
璽吾

踊守顎

繍
皇錨忠剰;"; (“"'蝋’

今月のFa而もr封

鶏 ’[農業家］酢

一

言

呂

い
く
し
ゆ
か

「
育
種
価
と
フ
ァ
イ
ト
で
伸
ば
す
和

牛
生
産
…
こ
れ
は
、
九
月
に
岩
手
県
で

開
か
れ
た
第
七
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
の
テ
ー
マ
で
す
。
育
種
価
と
は
、
牛

の
能
力
を
六
項
目
で
数
値
価
し
た
も
の

で
す
。
常
陸
牛
と
な
る
上
物
を
生
産
す

ち
ち
は
は
う
し

る
に
は
、
父
母
牛
の
血
統
と
育
種
価
、

そ
し
て
私
た
ち
繁
殖
農
家
の
意
欲
と
地

域
の
連
帯
が
大
事
な
の
で
す
ね
」
と
鈴

木
さ
ん
。

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
い
わ
れ
、

五
年
に
一
回
開
催
さ
れ
る
こ
の
全
国
大

会
に
県
代
表
で
出
場
し
た
鈴
木
さ
ん
の

め
す
う
し

二
頭
の
雌
牛
が
、
ど
ち
ら
も
二
等
賞
に

零

常
陸
牛
の
も
と
う
し

素
牛
を
育
て
る

ひ
た
ち
ぎ
ゅ
う

識

醗
§欝騨 鈴

木
廣
美
さ
ん
（
上
君
田
）

灘#卿

ｆ
鶏
蕊曇曇曇』!熱”

蕊
蕊
簔 灘

塞

窒

毒

量

21
蝋撚撫
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柵蕊
せんが

剪画

(切り絵）

； （島名） 日本剪画協会
層肩茨城きりえの会

●｡●●■■■G血｡●□●●｡■■■●■■●G■■●●■●■■eG■●■■e■■●由●e●●｡■凸●eG■●●ceG●●｡｡■■G自由eC●

戦争が終わって52年がたち、 フラフープもダッコ

ちゃんも、それはもう遠い昔になっている。映像ゲ

ームもプリクラだって、記憶の1ページになってし

まうのには、 さほど時間は必要としないのかも知れ
雲
‐，松岡七賢人展

【勤労青少年ホーム】11(土)～12（日）

，常磐線100周年記念写真展

【文化会館】

P高萩の美術展 17(金)～19（日）

、第12回「茨城の太鼓」演奏会

19（日）

，講演会「松村任三の生涯」25(士）

【中央公民館、文化会館、市民体育

館、高萩小学校1 25(士)～26（日）

b第20同記念公民露まつり

【保健センター】 25(土)～26（日）

P第11回健康まつり

レビデオ上映会映画｢人間の壁」

【図書館】 25(土)～26（日）

し第5回図書館まつり

【高萩小学校】 26（日）

Dいろどり市(リサイクルフリーマーケット）

レチャレンジランキング大会

【中央公民館、文化会館】

、文化祭 31(金)～11/4(火）

ない。過ぎ去った時を振り返って見ると、あまりに

も時間の流れの速さに恐ろしささえ感じてしまう。

『剪画』をはじめて20年、絵でも音楽でも書でも、

創作活動をしている人すべてに言えることであろう

が、創作する力の根底にあるものは深い感動だと思

う。その感動をいかに自分の表現しようとする作品

のなかで生かすことができるかが、忍耐である。

私の場合、剪画で表現できない感動を詩で補い、

詩で伝えられない色彩を、剪画で補っている。絵と

詩がお互いに共存し合って初めて一つの作品となっ

ていく。だから私の剪画には、いつも未完成の部分

があり、それを助けてあげるための詩が付いている。

詩の未完成の部分も剪画によって助けられていると

ころが大いにある。助けるということは、即ち、助

けられることでもあるということを未熟な私は、二

つの趣味によって教えられた。

今
年
も
「
学
べ
赤
水
に
き
ら
め
い
て
高
萩
人
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｗ
が
一
○
月
か
ら

一
一
月
ま
で
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
催
し
も
の
は
、
高
萩
市
生
涯
学
習
推
進
本
部

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
切
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
参
加
団

を
企
画
・
運
営
す
る
「
持
ち
寄
り
型
」
の
祭
典
で
す
。

で
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

し
も
の
は
、
高
萩
市
生
涯
学
習
推
進
本
部

み

・
推
進
協
議
会
と
市
民

イ
バ
ル
切
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
参
加
団
体
が
自
由
に
催
し
も
の

運
営
す
る
「
持
ち
寄
り
型
」
の
祭
典
で
す
。

ふ
れ
る
自
分
探
し
の
旅

ー

＝みなさんもご家族でどうぞ1 ＝

◆教育委員会生涯学習課窓23-1131

コ
ス
モ
ス

秋
桜

忘
れ
ら
れ
た
セ
ピ
ア
色
の

印
画
紙
にうた

秋
桜
の
詩
が
流
れ

心
の
片
隅
に

ひ
と
と
き

一
時
の
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
た

思
い
出
の
か
け
ら
の
中

父
が
い
て
母
が
い
て

姉
が
い
て
弟
が
い
て

〃
夕
焼
け
小
焼
け
の
赤
と

ん
ぼ
負
わ
れ
て
見
た

の
は
い
つ
の
日
か
〃

國
安
暁

凶
卯
岻
Ｊ
き
》
い
ふ

鈴
木
さ
ん
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

ぴ
も
ん

子
牛
は
、
生
ま
れ
る
と
鼻
紋
が
採
取

さ
れ
て
『
子
牛
登
記
証
』
と
い
う
戸
籍

が
作
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
父
母
の

血
統
が
何
代
も
前
ま
で
記
載
さ
れ
、
こ

れ
が
子
牛
を
買
う
肥
育
農
家
の
判
断
材

料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
常
陸
牛
の
素
牛

区
で
生
ま
れ
育
っ
た
牛
で
あ
っ
た
た
め
、

外
に
頼
っ
て
い
る
現

は
、
悔
し
が
り
ま
す

選
ば
れ
ま
し
た
。
二

「
血
統
の
よ
し
あ
し
が
、
肉
の
よ
し

あ
し
に
つ
な
が
る
の
は
確
か
で
す
が
、

畜
産
県
と
し
て
県
外
に
負
け
な
い
子
牛

の
生
産
に
努
力
し
た
い
」
と
、
鈴
木
さ

の
登

ん
の
挑I 記

証
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
が
県

戦
は
続
き
ま
す
。 状

に
、
鈴
木
さ
ん

，

頭
と
も
上
君
田
地’
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まちの情報をも寄せください。
●市役所秘書課広報広聴係●

盆23－2111内線252FAX24-4653

さ"／ ｜テレフォンサービス

〆 異鵜蕾皇”
日

－言

ー

ｰ

蕊燃織雛懸“躍"I N溌舗飛燕■;}兜鴬溶が驚簿簿がに映琵蕊毯す。 ；』■ザ?》

鞭
ﾑﾘ磯 舞

鶴
舞
鶴

蛾
、
‐
恥
鍛
い

い
や
冊
”
舳

附
朏
咄
岬
畑
州

蛾
、
‐
恥
鍛
い

い
や
冊
”
舳

附
朏
咄
岬
畑
州

＄
頭

YJ髄

謬蕊 一
混
到為

14錦
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囚回、面囿園
9月1日現在

35ｼ315人
（ ）は前月比

（＋23）

17，418人（＋15）

17,897人（＋8）

11ヲ648世帯（＋1

②
③
職

呂
さ
▲
合

1， 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう‘

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1.思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

口
川
Ｕ1応亟小山ダ

I 』 §県久慈水系ダム建設事務所では、市内横川地内に建設
． ． 、 ：‘ 〕 ．､ ミ ；；

を進めている小山ダムベの関心と理解を深めてるら．う目

的で現場見学会を開きました。この見学会には$高萩市

や北茨城市の小学生と保護者など家族連れ約150人§が参

加6当日は展望台でダムの概要の説明を受けた後､締切堤

に自由に絵を描いた｡りく1,現場で使われている重機を走ら

せながら操作するなども？■慰謡で楽しい一日を恩Ⅱごf麓＄し

;戦野夢
ｰ'

インタビ、

■Lー

詮 ﾆﾆ鐸 弓』 『 菫F Z

’9月9日（火）’ 交通安全母の会のﾘｰダｰ研修会
=…爾忍…忍耐『 ー

組んでいる高萩地区交通安全母の会のみなさんが参加

して、 リーダー養成研修会が開かれました。これは、

子どもたちを交通事故から守る立哨指導の安全で効果
的な方法を蕊ぶために行われたもので､会場の警察署

．； ． 、

会議室には約“人が出席。参加したみなさんは、配布

されたJ ｡f溌穂讃誘導の手引き」を参芝建J唾しく安全
な歩行慧萄議蕊にらいて真剣に学"で恥ました｡"""

15



市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
の
参
加
者

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

丑
四
ｌ
ｌ
ｌ
３
１

市
民
体
育
館
狂
空
‐
２
５
５
２

■
日
時
Ⅲ
月
Ｂ
日
由
・
旧
日
出
・

配
日
出
の
３
日
間
で
、
午
後
１
時

釦
分
か
ら
３
時
釦
分
ま
で
。

■
場
所
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
。

■
内
容
ス
ケ
ー
ト
の
基
本
的
な
滑

り
方
。

■
対
象
者
小
・
中
・
高
・
一
般
。

■
募
集
人
員
１
０
０
人
（
先
着
順
）
・

■
参
加
費
２
‐
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
（
貸
靴

代
は
含
み
ま
せ
ん
）
。

■
申
込
旧
月
四
日
㈹
か
ら
詔
日
㈹

ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
市
民

体
育
館
へ
。

ぼ
じ
ゆ
う

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

狂
電
‐
１
１
３
５

来
年
の
４
月
に
幼
稚
園
に
入
る
お

子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
現
在
、
入

園
し
て
い
る
４
歳
児
の
お
子
さ
ん
で
、

そ
の
ま
ま
同
じ
幼
稚
園
の
５
歳
児
と

し
て
通
園
す
る
場
合
は
、
申
し
込
み

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ど
の
幼
稚
園
を
選
ぶ
か
は
自
由
で
す

が
、
応
募
で
き
る
園
は
一
つ
で
す
。

■
入
園
資
格

［
５
歳
児
］
平
成
４
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児
。

［
４
歳
児
］
平
成
５
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児
。

■
募
集
人
員
（
募
集
人
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

園
名
５
歳
児
４
歳
児

第
一
幼
稚
園
妬
人
妬
人

松
岡
幼
稚
園
妬
人
拓
人

東
幼
稚
園
妬
人
弱
人

秋
山
幼
稚
園
群
妬
人
開
人

■
願
書
の
配
布
と
受
付

［
配
布
］
旧
月
ｇ
日
附
か
ら
。

［
受
付
］
旧
月
旧
日
附
か
ら
旧
月
配

日
㈱
ま
で
。

＊
配
布
・
受
付
と
も
各
幼
稚
園
で

午
前
ｇ
時
か
ら
旧
時
ま
で
行
い
ま

す
が
、
休
日
は
除
き
ま
す
。

第
一
幼
稚
園

松
岡
幼
稚
園

蜥淵

平
成
旧
年
度

市
立
幼
稚
園
の
園
児

ｰ

文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
内
）
〒
畑
本
町
１
‐
川
丑

お
‐
１
１
３
１

市
民
文
化
誌
『
ゆ
ず
り
は
」
第
４

号
の
作
成
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
は
、
文
化
協
会
々
員
に

限
ら
ず
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
発
表

や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。■
募
集
原
稿
高
萩
市
に
か
か
わ
る

自
由
な
テ
ー
マ
で
、
４
０
０
字
程

度
の
原
稿
と
写
真
１
枚
。

■
締
め
切
り
Ⅲ
月
訓
日
㈱
ま
で
。

※
第
４
号
の
特
集
は
「
戦
争
展
」
や

漫
画
「
松
村
任
三
物
語
」
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
盆
空
１
７
２
２
９

■
日
時
ｎ
月
Ｂ
日
出
午
後
７
時
加

分
か
ら
ｇ
時
ま
で
。
雨
天
や
曇
天

の
場
合
は
、
翌
９
日
佃
に
順
延
。

■
場
所
資
料
館
東
側
駐
車
場
。

■
観
察
す
る
星
土
星
。

■
募
集
人
員
釦
人
。
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

■
参
加
費
無
料
。

■
申
込
旧
月
旧
日
㈱
か
ら
別
日
鬮

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
。

「
ゆ
ず
り
は
」
第
４
号
の

原
稿

星
を
見
る
会
の
参
加
者

藍碧 ヂヂド

甥

韓
鮮
報驚

彊

…
ー

子ども家庭看護教室『アトビーと上手につきあうために」

●とき 11月13日（木）午後1時30分～3時。

●ところ日立保健所2階会議室。

●内容講話『アトピー電話相談からの報告」 （講師：ア

トピッ子地球の子ネットワーク赤城智美事務局長)。

●申込 11月4日(火)までに電話で申し込み。 ＊先着50人。

○日立保健所健康増進課恋0294-22-4188内線232

●とき 11月2日（日）午前8時30分から。

●ところ市民体育館。

●対象者高校生・一般（市内に在住・通学・通勤者）

●種目男子の部、女子の部（1部：30歳以下、 2部：31

歳以上、または既婚者)、高校生女子の部。

●参加費 1チーム700円。 ＊全試合ダブルス。

●申込 10月14日（火）から29日（水）までに市民体育館へ。

○体育協会バドミントン部小堀文夫さん窓22 2685五コ匡砺露調杳*の無料相談会
●とき 11月4日（火）午前9時から午後3時まで。

●ところ次の土地家屋調査士事務所。※敬称略

沼田松男（本町3-11 s22 3584）

塙力正（十王町友部束2 5 1 盆32 2540）

渡辺久（島名2244恋22 4080）

秋田英昭（高浜町3 123a23 3379)

石平直（本町4-2盃24-2269）

北野言司（舂日町2-63盆22-2766）

○連絡先：北野倉司さんa22 2766

[亜頭癖 コ
●とき 11月21日（金）午前9時30分～午後12時30分。

●ところ十王町総合健康福祉センター(ゆうゆう十王･ Jホール)。

●受付 10月28日（火）の午前10時から午後4時までに、

十王町総合健康福祉センターで受け付け。

＊ 「給油」については、日立会場で行います。

○高萩市・十王町事務組合消防本部丑22 2258内線22
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無
料
の
法
律
相
談

秘
書
課
内
線
２
５
２

■
日
時
旧
月
釦
日
嗣
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で
。

■
場
所
市
役
所
の
市
民
相
談
室
。

■
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会
所
属

の
弁
護
士
。

■
定
員
６
人
。
＊
先
着
順
。

■
申
込
旧
月
酊
日
側
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
係内
線
３
５
５

■
祝
賀
会
Ⅲ
月
閉
日
㈹
午
前
Ⅲ
時

か
ら
午
後
１
時
ま
で
。

■
場
所
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
・

■
対
象
者
昭
和
鍋
年
３
月
別
日
以

前
に
結
婚
し
、
今
日
ま
で
印
年
間

と
も
に
健
在
な
ご
夫
婦
で
、
前
回

ま
で
に
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
ご

夫
婦
で
す
。

■
祝
賀
の
内
容
褒
状
や
記
念
品
の

授
与
式
と
会
食
会
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
。

■
申
請
方
法
該
当
者
は
、
ご
夫
婦

の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

結
婚
印
年
の金
婚
の
お
祝
い

“
爵
磯
李
葱
、
．
“
灘
驚
駕
照
鷺
、
、
嘘
溌
馨
嬢
“
〉

蟇
》
醤
誕
舞

》
壺
琴
》
ず
主
塞
ぎ
雫
》
壗
彊
群

知
識
〉
》
》
一
）
一
屋
《

《
》
雪
》
一
一
一
鐸

鐸
《
』
寺
鐸
》
一
評

雷
彰
“
ｂ
》
哉
誇
棒
》
阻
一
託
缶

学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請保

険
年
金
課
内
線
２
３
２

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
在
学
し

て
い
る
的
歳
以
上
の
学
生
も
、
国
民

年
金
の
強
制
加
入
者
で
す
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
所
得
が
な
く
、

親
の
仕
送
り
で
学
費
や
生
活
費
を
ま

か
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
民
年
金
の

制
度
で
は
一
般
の
免
除
と
は
別
に
免

除
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
の
免
除
は
家
族
全
員
の
所
得

の
合
計
が
審
査
の
規
準
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
所
得
の
な
い
学
生
の
場
合

は
、
親
の
年
収
を
規
準
に
、
親
と
の

同
居
、
別
居
や
通
学
す
る
大
学
等
の

公
立
、
私
立
の
別
な
ど
細
か
く
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

免
除
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
事

前
に
学
費
と
月
単
位
で
の
生
活
費
を

計
算
し
た
う
え
で
、
年
金
手
帳
、
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

本
人
が
住
所
を
移
し
て
い
る
場
合
は
、

親
も
と
の
世
帯
の
所
得
証
明
書
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

［
免
除
基
準
の
一
例
］

＊
夫
婦
、
子
２
人
の
標
準
的
な
会
社

員
世
帯
の
場
合

口
親
と
同
居

国
公
立
…
年
収
約
Ｂ
２
０
万
円
以
下

私
立
…
年
収
約
７
１
０
万
円
以
下

号
、
結
婚
年
月
日
を
福
祉
事
務
所

高
齢
福
祉
係
あ
て
電
話
で
申
し
込

ん
で
ｆ
、
だ
さ
い
。

ー

●●■■●■●■■骨■●■①昏●●｡①｡●■●●

口
親
と
別
居

国
公
立
…
年
収
約
Ｓ
Ｂ
○
万
円
以
下

私
立
…
年
収
約
７
７
０
万
円
以
下

第
扣
回
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

壷
謁
‐
１
１
３
１

■
日
時
Ⅲ
月
旧
日
佃
午
前
９
時
釦

分
か
ら
午
後
２
時
ま
で
。
＊
雨
天

の
場
合
は
、
旧
日
伺
。

■
場
所
サ
ン
ス
ボ
ー
ッ
ラ
ン
ド
高
萩
。

■
競
技
種
目
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ク
ロ
ヅ
ケ

ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
。

■
対
象
者
だ
れ
で
も
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
。

■
参
加
費
無
料
（
参
加
者
全
員
に

参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
）
。

も
よ
お
し

－

蕊:‘ ､?｡:鳴弗!'蕊認瀞；
･弾蕊 串 串 串勲､ ’凸呼鍔’ ､

伝丘雲■:〆板
ー'

三コ[第20回爾民j
ｰ

L..森で遊ぼう”参加者募集 ll柳大会の参加者募集

●とき 11月2日（日）午前'0時から。

●ところ市民センター2階。

●宿題（各2句吐き） 「多弁」 「軽い」 「腹」 「銀行｣。

●席題 1題当日発表。 ●参加費 500円。

●賞市長賞ほか．'5位まで。

○高萩川柳会梶原源太郎さん恋22-4827

●とき 11月3日（月）午前10時30分～午後3時。

＊集合時間：午前9時45分。

●ところ花貢ふるさと自然公園センター。

●内容みんなで楽しむネイチャーゲーム。

●講師沢田清さんと荒木正秋さん。アシスタント：自然

わくわく研究会の会員。

●募集人員30人（先着|||目)。 ＊参加費無料。

●持ち物昼食（おにぎり)、水筒、筆記用具など。

●申込 10月25日（土）までに電話で。

○(哩盲萩青年会議所大足光司さん(盆22-2317)､吉久
保正儀さん（丑22-2109）

．英語能力認定試験十OEiCの説明会

全世界共通の英語能力認定試験TOEICが来年から日

立市内でも受験できるようになり、その説明会を開きます。

●とき 11月12日（水）午後6時～8時。

●ところマーブルホール会議室（日立駅前シビックセン

ター隣)。

●内容TOEICの概要説明、模擬テスト、講演会「使

える英語はだれでもモノにできる』。

●参加費無料。 ＊ただし、先着130人まで。

○TOEIC運営委員会東京業務センター念0335814701

インターネットと情報化相談会 鍵驚鍵鍵

情報化のプロフェッショナルがあなたをサポートします。

●とき 10月24B(金）午後1時～5時。 ＊入場無料。

●ところ常暘藝文センター（水戸市)。

○県高度情報化推進協議会壷029-222-4517
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市民フェスティバル '97

まつり
全

＝・入場無料．

午後3時開演

第20回記念公民館

オペラ落語独演

nと きF10月26日（日）
□ところ口文化会館鴬

鋤⑤
壷23-7411

蝋蕊纏騨襲
量
毒
雲

》篝謹澪辮

主

》》鐸 謙燃柵蝿蛎確樫

鳶職
#聯＃ 聯撫

篝
､叫伽『

出演者
柵＃

鰺ウーロン亭ちや太郎
〈プロフィール〉〈プロフィール＞

昭和30年山口県岩国市生まれ。

慶応大学文学部卒業後、 32歳か

ら落語修行に入り、オペラ落語

を倉|｣作。以後、オペラ落語家と

して落語会や教養講座で活躍中。

識蕊麓蕊鍵灘蕊
オペラの名作（カルメン、椿姫、

セビリアの理髪師など）をギャグ

センスと七色の声を駆使して、歌

い、語り、演じるオペラ入門用の

おもしろ教養落語。

○中央公民館盆23-1125

鱗富
＃

篝
簔
雲
篝
篝
毒

…
鴬篝

Y 蜆L､可』 1M刑『

鵬驚 篁
薑
毒
塞

午後1時30分開演

繕 一
毒●入場料 1 ,000円（全席自由）

§プレイガイド§

田所書店、仲屋書店、ヤマザキショップサカモト、モンペ

リ上島名ねもと．高浜やおけん．せきね川上かねこ（十

王)、ピアノマート （磯原)、 日立市民会館、高萩市文化会

館

鱸

溌議灘
‐

’

第18回市民ギャラリー
/fT"23回高蔽市民音楽祭
F1巽雲 詳i11月23百禧戸
［発表部門］午前10時～午後3時（予定）

・灘[鑑賞部門]汗後3時30分－5時（予定ル？

域出場団体募集☆｛ ？?'Ⅱ ■が？『 ？■？《 ？■〆 Ⅱ 〆JJJF
: "=[募集期間110月3泊" （金】≦ lまで。 。 』

＊参加申込書が文化会館に用意してありますので、直接来

館して申し込みください6電話による申し込みはできま
, j

ざせん｡､≦』葱？ ":｡"3℃ ■ 〃 ｡& :灘"":. ■■ ‐: 』 ＝ －馬ソ

｢高萩の美術展」

談一10月17日闇～19日旧）
午前9時～午後5時（19日は午後3時まで）

●会場文化会館展示室・ホワイエ

●展示品洋画、日本画、切り絵、水彩画、色紙絵、

版画、デザイン画など。

＊萩谷秋琴・廣原長七郎特別展も同時開催。

蕊伝 》 繍露難鶴蕊騨騨蕊蕊蕊重男蕊
一
言
国 板 辮暴噛燕霧

、迫声
ー . 《 .. . '＞ :

林木育種センターの二般公開

家族そろって

。
“
画

一
“
“
８
１
Ｊ
一

しんりん

『親林の集い

●とき 11月16日（日）午後2時開演。

●ところ文化会館。 ＊入場無料。

●曲目交響絵巻「水戸黄門｣、NHK大河ドラマ「毛利

元就」のテーマ、 「紅の豚」より、 「天空の城ラピュタ」

より。 ＊指揮：伊勢井真一

○高萩市民吹奏楽団事務局大高達也さん公22-3048

●とき 10月19日（日）午前10時～午後3時。 ＊雨天中止。

●ところ林木育種センター（十王町)。

●内容鉢植えや樹木の展示、木工教室、押し花教室丸

太切り、アトラクション、地場産品の直売など。

＊午前10時と午後1時に苗木の無料配布（合計500本)。

○林木育種センター盆32-7000

[憂顕パートタイム労働カイダンス．蕊蕊蕊蕊識 最低賃金が10月 1

●とき 11月11日（火）午後1時20分～午後4時。

●ところ日立シビックセンタ－5階502号室。

●対象者短時間就労者及び短時間労働を希望する未就業

者（約70人)。 ＊参加費無料。

●内容講演会「楽しく働くためのセミナー｣、税金・社

会保険のQ&Aなど。その他、職場の人間関係や労働条

件、育児や介護などの相談コーナーを設置します。

○(財)21世紀職業財団茨城事務所盆029-226-2413

県下の全産業全労働者に適用される茨城県最低賃金を

1日：4,953円、 1時間：621円に改定しました。

○茨城労働基準局賃金課念029-224 6215

’トイレの汲み取りの休み
○花貫クリーンーセンター恋22-4318

(日)、 27日(月)、 11月2日旧)、 3日10月19日(日)、 20日(月)、 26日（日）

(月)、 9日(日)、 16日旧）
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■第17回市民総合体育大会兼

第18回高萩市民テニス大会

□とき ダブルス： 8月24日（日）

シングルス： 9月13日(土）

□ところ高浜テニスコート

《ダブルス》

14日（日）

□とき 8月30日 （土） □ところ市民体育館

《団体の部(小学)》 〈低学年〉 ［優勝］武徳殿く高学年〉 ［準優

勝］武徳殿A[第3位］武徳殿B

《個人の部》 <小学‘低学年〉 ［優勝］金沢朋哉(武） ［準優勝］

岡島弘和(武） ［第3位］鈴木大志(若）金沢佑亮(武） 〈小学高

学年〉 ［優勝］金沢悠(武） ［第3位］金沢佑哉(武)北畠佑典

(武） 〈中学男・ 1年〉 ［第3位］内藤雅隆(松）横井健司(松） 〈中

学男・ 2年〉 ［第3位］赤津悟史(武） 〈中学・男3年〉 ［優勝］

堀田孝二(若） ［第3位］梶山俊士(武） 〈中学､女” 1年〉 ［準優

勝］渡辺恵美(松） ［第3位］星名佑香(松）加藤優美子(松）

〈中学女・ 2年〉 ［優勝］佐藤弥生(武） ［準優勝］青山朋子(高）

［第3位］ 田倉奈保子(高） 〈中学女“ 3年〉 ［優勝］柴田鼓

(高） ［準優勝] ll1野辺加奈(高) <一般男子> [優勝］飯塚寿

(松） ［準優勝］佐藤洋一(松） ［第3位］藤橋次央(松）久下谷

良平(松） 〈一般女子〉 ［優勝］大泉雅穂(松） ［準優勝］大藤

悦子(松)[第3位］大垣香奈子(松)堀江菜緒(松）

《シングルス

優勝

準優勝 ー

＊(武):武徳殿

（若):若葉剣士会

（松):松岡剣士会

（高):高萩中学校 ■第30回ママさんバレーボール大会

□とき 9月23日(火） □ところ市民体育館

口出場チーム 12チーム

［優勝］東チーム

［準優勝］高浜Aチーム

［第3位］手綱チーム、島名チームq入賞した武徳殿のみなさん
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ふれあい十王フェアで…

苔| | |家「今井通子」の講演会 ｜
日時 11月8日(士)午後1時30分開演。 ‘

会場ゆうゆう十王･Jホール。

申込十王町中央公民館（盆32-2211）へ｜

電話で申し込み。 ＊入場無料。

他当日と翌9日(日)は、町総合運動広場’

どもたちの作品展や町の産業・文化活動のI

竜己古C中しｽ△の。 ＊人]易茶躰斗。

認罐曜鍵あIjがとうござい議した
＊社会福祉協議会へ

・国井八クさん（高戸) 100,000円

・大高一生さん（高戸) 200,000円

・有明町納涼盆踊り大会実行委員会（有明町) 15,000円

・倉|｣建葬儀社（高浜町） 15,000円

・秋山俊子さん（安良川） 1 ,819円

・杉山満さん（上手綱） 100,000円

・炭鉱老人親睦会 46, 160円

ー'

｜●その他当日と翌9日(日)は、町総合運動広場’

｜ で子どもたちの作品展や町の産業・文化活動の｜
｜ 展示、イベントなどが行われます。

！○十王町役場総務課恋32-2211内線224

騰縫溌灘鰯
どどいつ

第11回都々挽全園大会
’●日時 11月2日(日)午前9時開演。

｜●会場常陸太田市民交流センター（パルテイ’
｜ ホール）大ホール。

｜●入場料 500円（全席自由)。

’○都々逸全国大会事務局（常陸太田市役所内） ｜

’ 窓0294-72-3111内線217．218
L酉．‐＝．． ．－ ．． ･園一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．．-.,------』

…と
齪繩”た中
クすがの壁ラた央
ラる使顔にスく公
ブ ･ うづも風さ民
のそ施く彩にん館
みん設り り光のの
ななだにをを花事
さ声か一添浴々務
んがら役えびや所
の間こ買てて昆の
活こそつ明浮虫ガ
動えみてるきのう
でてんいく上絵ス
しきなま輝が 。に
たそですき りス描
・ う き 。 、 、テか
茂なれみ公天ンれ

、

へ

●Q

〃
ノ
ッ
キ
ー
が
焼
き
あ
が
っ
た
甘
い
匂
い
に
誘

わ
れ
て
扉
を
開
け
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
が
三
つ
だ

け
の
小
さ
な
部
屋
。
ア
ン
チ
ッ
ク
な
調
度
品
に

包
ま
れ
た
中
で
用
意
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
家
庭

料
理
。
お
店
の
外
観
を
撮
影
す
る
た
め
に
立
ち

寄
っ
た
だ
け
な
の
で
す
が
、
お
し
ゃ
れ
で
可
愛

い
い
部
屋
に
魅
了
さ
れ
こ
こ
が
花
貫
渓
谷
の
中

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ヒ
ロ

／

へ
ん
し
ゅ
う
て
ち
よ
－
２

' ･ : :;.､､ ､:;;･･;; ..･・絵てがみ教室生徒募集！
●とき 10月30日j（木）午前10時から。

●ところ高萩郵便局。 ＊参加費無料。

●募蘂人員先着加入｡電話ご払込み‘
○高萩郵便局総務課窓22-20W､■
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男子Aクラス ｜ブﾌ J－ハぞ￥望…至一 ’ 男子Bクラス

今川・金田(フリー）飛田・富永(高萩土木）

準優勝

第3位

号－－~皇皇
急二

,¥戦

、沖心率 串吟.p#調圭､

話

勝

準優勝

第3位

東

女子Aクラス

藤原(山之内）

鈴木・佐藤(ｸﾛｰｰ）

嘩林・坂本(山之内）

菜花 ･加藤(ｸﾛｰｰ）

大内・蛭田(フリー）

黒沢・滑川(助' 1 1電気）

女子Bクラス

坂本・川口(フリー）

泉川，馬目(フリー）

大脇・金沢(フリー）

hrT認ミ
優勝

準優勝

舅弓莅1 山下修(フリー）

男子Aクラス

加藤俊樹(KDD）

東海林正作(山之内）

西内徳(若葉）

浅見真知子(若葉）

西内徳(若葉）

女子Bクラス

金野美智子(ﾘﾀｰﾝｴｰﾇ

川口恭子(フリー）

|喜古和枝(フリー）

女子Aクラス

坂井せい子(若葉)－

第3位

男子Bクラス

石井一圭(日立北高）

磯直樹(日立北高）

斉藤達也(助川電気）
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･滝ノ倉地区の滝（1）。

湿原の植物を潤す清流

上君田地区にある滝ノ倉湿原。標高約550mに

し、湿原特有の植物が見られる貴重な場所です。

湿原に沿って流れる川に二つの大きな滝がありま

約50mほどの間隔で並ぶ滝。どちらの滝も暗く

とした杉林の中で、ひときわ白く輝いて見えます

流の滝は幅広く、幾筋もの水が岩肌を滑るように

ています。湿原の植物を潤した静かな清流は、 こ

きて林立する杉木立に新しい息吹を与えるように

しく姿を変えています。そして、狭い川幅の中に

着いた流れは、下流のもう一つの滝に向かって行

す。 （以下次号）

る滝ノ倉湿原。標高約550mに位置

物が見られる貴重な場所です。この

る川に二つの大きな滝があります。
っつそう

隔で並ぶ滝。どちらの滝も暗く畿蒼

、ひときわ白く輝いて見えます。上

幾筋もの水が岩肌を滑るように流れ
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口匡_－ 運動会の

いい思い出が上君円十文字

Ｆ一 できました。
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N印刷／藤枝印刷 運動会のいい思い出ができましたを迎える私たちには、

20跨挙鐙

2日 高派れいり病院 上手綱窓24-0770

9日

16日 Wら鋤丘鯨鰕

高萩病院 秋山盆22-2106

十王医院

諸原医院 高戸窓23-3113

立花医院

十王町盃32-3266

下手綱冠24-1212


